
2023市立池田病院緩和ケアチームにおけるPDCAサイクルの取り組み

課題１ 医師、看護師、医療スタッフへの基本的緩和ケアについての教育を行なっていく必要がある

課題２ メディカルスタッフの専門性やスキルがより発揮できるチームにしたい

目標

全体：病棟カンファレンス2回/月、年間24回を目標とする
身体：痛みのアセスメントとマネジメントを適切に行なう。放射線治療や神経ブロックの適応を判断できるように
なる。精神：介入症例について精神療法を月16件算定する
看護：学会発表（事例をまとめる）
薬剤部：疼痛治療マニュアルの改訂
リハビリ：緩和介入患者のリハビリ介入率80％を目指す
栄養管理科：月20件の介入

計画（Plan）

• 回診時に介入対象者がいないか確認。
• 緩和ケアチームカンファレンスでの多職種による意見交換および情報共有。
• 神経ブロック注射・放射線治療の適応を症例毎に深く議論する。そのうえで神経ブロックは年間3例を目安に新
規の治療経験を得て、振り返りを行なう。

• 疼痛治療マニュアルの見直し、担当振り分け、加筆・修正、製本、配布、周知

実施（Do）

目標達成状況
・理由

（Check）

来年度への課題
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